
(57)【要約】

使用者の気道に呼吸気体流を連絡するマスクは、二段射

出成形法により形成される。マスクは、マスク本体とマ

スク密封材とを備え、マスク密封材の少なくとも一部は

二段射出成形法によりマスク本体にモールド成形される

。二段射出成形法の結果、マスク密封材又はその一部は

、マスク本体を冷却する未硬化間にマスク本体に分子的

に接着される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
呼 吸 気 体 の 供 給 源 に 連 結 さ れ る 第 １ の 開 口 部 （ ４ ４ ） と 、 第 ２ の 開 口 部 （ ４ ６ ） と を 有 す
る マ ス ク 本 体 （ ３ ８ ， ８ ２ ） と 、
マ ス ク 本 体 を 使 用 者 に 装 着 す る 使 用 者 当 接 部 を 形 成 し て 、 呼 吸 気 体 流 を 使 用 者 の 気 道 に 供
給 す る マ ス ク 密 封 材 （ ４ ０ ， ７ ６ ） と を 備 え 、
マ ス ク 本 体 を 冷 却 す る 未 硬 化 間 に 、 第 ２ の 開 口 部 付 近 で マ ス ク 本 体 に マ ス ク 密 封 材 の 少 な
く と も 一 部 を 二 段 射 出 成 形 法 に よ り モ ー ル ド 成 形 し 、 二 段 射 出 成 型 法 の 結 果 、 マ ス ク 密 封
材 の 一 部 を マ ス ク 本 体 に 分 子 的 に 接 着 し た こ と を 特 徴 と す る 呼 吸 気 体 流 を 使 用 者 の 気 道 に
連 絡 す る マ ス ク 。
【 請 求 項 ２ 】
マ ス ク 密 封 材 は 、 第 １ の 舌 片 （ ７ ８ ） と 、 組 立 ら れ た 形 態 の マ ス ク に 対 し て 、 第 １ の 舌 片
付 近 上 に 重 ね て 配 置 さ れ る 第 ２ の 舌 片 （ ８ ０ ） と を 備 え 、 第 １ の 舌 片 は 、 マ ス ク 本 体 に モ
ー ル ド 成 形 さ れ る マ ス ク 密 封 材 の 一 部 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
第 ２ の 舌 片 は 、 着 脱 自 在 に マ ス ク 本 体 に 取 り 付 け ら れ る 請 求 項 ２ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ４ 】
マ ス ク 本 体 を 冷 却 す る 未 硬 化 間 に 、 第 １ の 開 口 部 付 近 で マ ス ク 本 体 に 対 し て 二 段 射 出 成 形
法 に よ り モ ー ル ド 成 形 さ れ る 連 結 部 材 （ ９ ６ ） を 備 え 、 二 段 射 出 成 形 法 の 結 果 、 連 結 部 材
の 一 部 を マ ス ク 本 体 に 分 子 的 に 接 着 し た 請 求 項 １ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ５ 】
マ ス ク 本 体 は 、 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ６ 】
マ ス ク 密 封 材 は 、 シ リ コ ー ン 材 料 の 単 一 片 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ７ 】
マ ス ク 本 体 は 、 マ ス ク 本 体 の 内 部 に 形 成 さ れ る 空 洞 部 と 、 第 ２ の 開 口 部 に 形 成 さ れ る 外 周
端 部 と を 備 え 、 第 ２ の 開 口 部 は 、 着 用 者 の 鼻 の 少 な く と も 一 部 に 空 洞 部 を 連 絡 し て 、 第 １
の 開 口 部 は 空 洞 部 に 連 絡 し て 、 呼 吸 気 体 流 を 空 洞 部 に 搬 送 す る 導 管 に 連 結 す る 継 手 と な る
請 求 項 １ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ８ 】
マ ス ク 密 封 材 は 、 マ ス ク 本 体 の 外 周 端 部 に 配 置 さ れ る 請 求 項 ７ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ９ 】
呼 吸 気 体 流 を 供 給 す る 圧 力 発 生 装 置 （ ３ ２ ） と 、
呼 吸 気 体 流 を 使 用 者 に 供 給 す る 圧 力 発 生 装 置 に 作 動 連 結 さ れ る 導 管 （ ３ ６ ） と 、
使 用 者 の 気 道 に 呼 吸 気 体 流 を 連 絡 す る 導 管 に 連 結 さ れ る マ ス ク （ ３ ０ ， ７ ４ ） と を 備 え 、
マ ス ク は 、
導 管 に 作 動 連 結 さ れ る マ ス ク 本 体 （ ３ ８ ， ８ ２ ） と 、
マ ス ク 本 体 を 冷 却 す る 未 硬 化 間 に 、 マ ス ク 本 体 に 対 し て 二 段 射 出 成 型 法 に よ り モ ー ル ド 成
形 さ れ る 少 な く と も 一 部 を 有 す る マ ス ク 密 封 材 （ ４ ０ ， ７ ６ ） と を 備 え 、 二 段 射 出 成 型 法
の 結 果 、 マ ス ク 密 封 材 の 一 部 を マ ス ク 本 体 に 分 子 的 に 接 着 し た こ と を 特 徴 と す る 圧 力 支 援
装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
マ ス ク 密 封 材 は 、 第 １ の 舌 片 （ ７ ８ ） と 、 組 立 ら れ た 形 態 の マ ス ク に 対 し て 、 第 １ の 舌 片
付 近 上 に 重 ね て 配 置 さ れ る 第 ２ の 舌 片 （ ８ ０ ） と を 備 え 、 第 １ の 舌 片 は 、 マ ス ク 本 体 に モ
ー ル ド 成 形 さ れ る マ ス ク 密 封 材 の 一 部 で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 圧 力 支 援 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
第 ２ の 舌 片 は 、 着 脱 自 在 に マ ス ク 本 体 に 取 り 付 け ら れ る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 圧 力 支 援 装 置
。
【 請 求 項 １ ２ 】
マ ス ク 本 体 を 冷 却 す る 未 硬 化 間 に 、 導 管 を マ ス ク に 連 結 す る 位 置 付 近 で マ ス ク 本 体 に 対 し
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て 二 段 射 出 成 形 法 に よ り モ ー ル ド 成 形 さ れ る 連 結 部 材 （ ９ ６ ） を 備 え 、 二 段 射 出 成 形 法 の
結 果 、 連 結 部 材 の 一 部 を マ ス ク 本 体 に 分 子 的 に 接 着 し た 請 求 項 ９ に 記 載 の 圧 力 支 援 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
マ ス ク 本 体 は 、 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 圧 力 支 援 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
マ ス ク 密 封 材 は 、 シ リ コ ー ン 材 料 の 単 一 片 に よ り 形 成 さ れ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 圧 力 支 援 装
置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
マ ス ク 本 体 は 、
マ ス ク 本 体 内 部 に 形 成 さ れ る 鼻 収 容 空 洞 部 と 、
外 周 端 部 を 有 す る 第 １ の 端 部 と 、
第 １ の 端 部 と ほ ぼ 反 対 側 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 端 部 と 、
着 用 者 の 鼻 孔 を マ ス ク 本 体 の 鼻 収 容 空 洞 部 に 連 結 さ せ て 、 着 用 者 の 鼻 の 少 な く と も 一 部 を
収 容 す る 第 １ の 端 部 に 形 成 さ れ る 第 １ の 開 口 部 と 、
第 ２ の 端 部 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 開 口 部 と を 備 え 、 第 ２ の 開 口 部 は 、 鼻 収 容 空 洞 部 に 連 絡 し
か つ 導 管 へ の 継 手 と な る 請 求 項 ９ に 記 載 の 圧 力 支 援 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
マ ス ク 密 封 材 は 、 マ ス ク 本 体 の 第 １ の 端 部 を 構 成 す る 外 周 端 部 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ ５ に
記 載 の 圧 力 支 援 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
マ ス ク 成 形 型 （ ６ ０ ， ６ ２ ） を 準 備 す る 工 程 と 、
マ ス ク の マ ス ク 本 体 （ ３ ８ ， ８ ２ ） を 形 成 す る マ ス ク 成 形 型 に 第 １ の 材 料 を 注 入 す る 工 程
と 、
マ ス ク 本 体 を 冷 却 す る 未 硬 化 間 に マ ス ク 成 形 型 に 第 ２ の 材 料 を 注 入 し て 、 マ ス ク の マ ス ク
密 封 材 （ ４ ０ ， ７ ６ ） の 少 な く と も 一 部 を 形 成 し 、 こ の 方 法 に お い て 、 マ ス ク 成 形 型 に 第
２ の 材 料 を 注 入 す る 結 果 、 マ ス ク 密 封 材 を マ ス ク 本 体 に 分 子 的 に 接 着 す る 工 程 と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 使 用 者 の 気 道 に 呼 吸 気 体 流 を 連 絡 す る マ ス ク を 形 成 す る 二 段 射 出 成 形 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
第 ２ の 材 料 を マ ス ク 成 形 型 に 注 入 す る 工 程 に よ り 、 マ ス ク 密 封 材 の 第 １ の 舌 片 （ ７ ８ ） を
形 成 し 、 組 立 ら れ た 形 態 の マ ス ク に 対 し て 、 第 １ の 舌 片 付 近 上 に 重 ね て 配 置 さ れ る 第 ２ の
舌 片 （ ８ ０ ） を 備 え る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 射 出 成 形 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
マ ス ク 本 体 に 着 脱 自 在 に 第 ２ の 舌 片 を 取 り 付 け て 、 マ ス ク 組 立 体 を 形 成 す る 請 求 項 １ ８ に
記 載 の 射 出 成 形 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
マ ス ク 成 形 型 に 第 ２ の 材 料 を 注 入 す る 工 程 に よ り 、 マ ス ク 本 体 に モ ー ル ド 成 形 さ れ る 連 結
部 材 （ ９ ６ ） を 形 成 す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 射 出 成 形 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
マ ス ク 成 形 型 （ ６ ０ ， ６ ２ ） を 準 備 す る 工 程 と 、
マ ス ク の マ ス ク 本 体 （ ３ ８ ， ８ ２ ） を 形 成 す る マ ス ク 成 形 型 に 第 １ の 材 料 を 注 入 す る 工 程
と 、
マ ス ク 本 体 を 冷 却 す る 未 硬 化 間 に マ ス ク 成 形 型 に 第 ２ の 材 料 を 注 入 し て 、 マ ス ク の マ ス ク
密 封 材 （ ４ ０ ， ７ ６ ） を 形 成 し 、 こ の 方 法 に お い て 、 マ ス ク 成 形 型 に 第 ２ の 材 料 を 注 入 す
る 結 果 、 マ ス ク 密 封 材 を マ ス ク 本 体 に 分 子 的 に 接 着 す る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 二
段 射 出 成 形 法 に よ り 製 造 さ れ る 使 用 者 の 気 道 に 呼 吸 気 体 流 を 連 絡 す る マ ス ク 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
第 ２ の 材 料 を マ ス ク 成 形 型 に 注 入 す る 工 程 に よ り 、 マ ス ク 密 封 材 の 第 １ の 舌 片 （ ７ ８ ） を
形 成 し 、 組 立 ら れ た 形 態 の マ ス ク に 対 し て 、 第 １ の 舌 片 付 近 上 に 重 ね て 配 置 さ れ る 第 ２ の
舌 片 （ ８ ０ ） を 備 え る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
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マ ス ク 本 体 に 第 ２ の 舌 片 を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け て マ ス ク 組 立 体 を 形 成 す る 請 求 項 ２ １ に 記
載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
マ ス ク 成 形 型 に 第 ２ の 材 料 を 注 入 す る 工 程 に よ り 、 マ ス ク 本 体 に 対 し て モ ー ル ド 成 形 さ れ
る 連 結 部 材 （ ９ ６ ） を 形 成 す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の マ ス ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 背 景
１ ． 発 明 の 技 術 分 野
本 発 明 は 、 圧 力 支 援 装 置 に よ り 呼 吸 気 体 流 を 使 用 者 の 気 道 に 供 給 す る 鼻 ／ 口 マ ス ク 、 特 に
、 二 段 射 出 成 形 法 を 使 用 し て 、 マ ス ク 本 体 と 、 マ ス ク 密 封 材 の 少 な く と も 一 部 と の 両 方 を
形 成 し か つ 接 合 す る マ ス ク に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
２ ． 関 連 技 術 の 説 明
２ 部 品 モ ー ル ド 成 形 さ れ た 鼻 マ ス ク 及 び 鼻 ／ 口 マ ス ク は 、 圧 力 支 援 装 置 に よ り 、 被 験 者 循
環 路 か ら 被 験 者 の 気 道 に 呼 吸 気 体 流 を 供 給 で き る 。 こ の マ ス ク は 、 被 験 者 に 当 接 す る マ ス
ク 部 分 と な る マ ス ク 密 封 材 （ マ ス ク 緩 衝 部 材 と し て も 公 知 ） と 、 マ ス ク 密 封 材 を 取 り 付 け
る マ ス ク 本 体 と を 備 え る 。 マ ス ク 本 体 は 、 被 験 者 循 環 路 に 接 続 し て 、 被 験 者 に 呼 吸 気 体 流
を 供 給 す る 。 従 来 の マ ス ク で は 、 機 械 的 に 又 は 接 着 剤 に よ り マ ス ク 密 封 材 が マ ス ク 本 体 に
接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の ２ 部 品 マ ス ク で は い く つ か の 不 具 合 が あ る 。 例 え ば 、 マ ス ク 密 封 材 と マ ス ク 本 体 と
を 機 械 的 に 接 続 す る に は 、 マ ス ク 密 封 材 、 マ ス ク 本 体 又 は そ の 両 方 に 、 ２ 部 品 間 を 機 械 的
に 接 続 す る 構 造 を 必 要 と す る 。 こ れ は 、 マ ス ク 本 体 、 密 封 材 又 は そ の 両 方 に 対 し て 追 加 材
料 を 一 般 に 使 用 し な け れ ば な ら な い た め 、 マ ス ク の 設 計 及 び 製 造 が よ り 複 雑 と な る 欠 点 が
あ る 。 マ ス ク 本 体 と マ ス ク 密 封 材 と を 接 着 結 合 す る に は 、 マ ス ク 密 封 材 、 マ ス ク 本 体 及 び
そ の 両 方 に 対 し て 接 着 剤 を 塗 布 し な け れ ば な ら な い た め 、 マ ス ク 製 造 に 必 要 な 材 料 が 増 加
す る 欠 点 も あ る 。 ま た 、 接 着 剤 の 塗 布 に 限 ら ず 、 機 械 的 接 続 又 は 接 着 結 合 の 両 方 と も 、 一
般 に マ ス ク の ２ 部 品 を 手 作 業 に よ り 組 立 て 又 は 取 扱 う こ と を 要 し 、 製 造 コ ス ト 及 び 製 造 時
間 が 増 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
発 明 の 開 示
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の ２ 部 品 マ ス ク の 欠 点 を 解 消 で き か つ 被 験 者 の 気 道 に 呼 吸
気 体 流 に 連 絡 す る マ ス ク を 提 供 す る こ と に あ る 。 こ の 目 的 は 、 マ ス ク 本 体 及 び マ ス ク 密 封
材 （ マ ス ク 緩 衝 部 材 ） を 備 え る マ ス ク を 提 供 す る 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ り 実 行 さ れ 、
二 段 （ ２ シ ョ ッ ト ） 射 出 成 形 法 に よ り 、 冷 却 さ れ る マ ス ク 本 体 が 完 全 に 硬 化 し な い 間 に 、
マ ス ク 密 封 材 の 少 な く と も 一 部 を マ ス ク 本 体 に モ ー ル ド 成 形 す る 。 二 段 射 出 成 形 法 の 結 果
、 マ ス ク 密 封 材 又 は そ の 一 部 は マ ス ク 本 体 に 分 子 的 に 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
更 に 、 本 発 明 は 、 前 記 マ ス ク を 使 用 す る 圧 力 支 援 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
更 に 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 従 来 の マ ス ク 製 造 法 に 付 随 す る 欠 点 の な い マ ス ク 形 成 法 を 提
供 す る こ と で あ る 。 本 目 的 は 、 （ １ ） マ ス ク 成 形 型 を 準 備 す る 工 程 と 、 （ ２ ） マ ス ク 成 形
型 に 第 １ の 材 料 を 注 入 し て マ ス ク 本 体 を 形 成 す る 工 程 と 、 （ ３ ） マ ス ク 本 体 を 冷 却 す る が
不 完 全 に 硬 化 す る 間 に 、 マ ス ク 成 形 型 に 第 ２ の 材 料 を 注 入 し て 、 マ ス ク の マ ス ク 密 封 材 の
少 な く と も 一 部 を 形 成 す る 工 程 と を 含 む マ ス ク を 形 成 す る 二 段 射 出 形 成 法 に よ り 実 行 さ れ
る 。 こ の 方 法 で は 、 マ ス ク 密 封 材 又 は そ の 一 部 は 、 マ ス ク 成 形 型 に 注 入 さ れ る 第 ２ の 材 料
に よ っ て マ ス ク 本 体 に 分 子 的 に 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 直 近 の 前 記 段 落 に 記 載 さ れ る 方 法 に よ り 製 造 さ れ る マ ス ク を 提 供 す
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る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
参 照 符 号 が 各 図 の 対 応 す る 部 分 を 示 す 添 付 図 面 に 関 す る 以 下 の 説 明 、 請 求 の 範 囲 及 び 本 明
細 書 の 全 構 成 部 分 に よ り 、 本 発 明 の 前 記 目 的 及 び 他 の 目 的 、 特 徴 及 び 特 性 、 構 造 の 関 連 要
素 の 操 作 法 及 び 機 能 、 部 品 の 組 み 合 わ せ 並 び に 製 造 経 済 性 が 明 ら か と な ろ う 。 し か し な が
ら 、 図 面 は 図 解 及 び 説 明 の 目 的 に 過 ぎ ず 、 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 の 詳 細 な 説 明
図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 発 明 の 原 理 を 使 用 し て 二 段 射 出 成 形 法 に よ り 製 造 さ れ た マ ス ク ３ ０ の
例 示 的 な 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 マ ス ク ３ ０ は 、 人 工 呼 吸 器 、 圧 力 支 援 装 置 （ 例 え ば 、
持 続 陽 圧 呼 吸 （ Ｃ Ｐ Ａ Ｐ ） 装 置 、 ２ レ ベ ル 装 置 若 し く は 自 動 滴 定 装 置 ） 、 酸 素 若 し く は 酸
素 混 合 気 体 の 加 圧 タ ン ク 又 は 酸 素 濃 縮 装 置 等 の 気 体 供 給 源 ３ ２ か ら 被 験 者 ３ ４ の 気 道 に 気
体 流 を 供 給 す る 医 療 環 境 で 使 用 さ れ る 。 一 般 に 被 験 者 循 環 路 と し て 図 ２ の 点 線 で 示 す 可 撓
性 導 管 ３ ６ は 、 気 体 供 給 源 ３ ２ を 圧 力 支 援 装 置 の マ ス ク に 連 結 し て 、 気 体 供 給 源 ３ ２ か ら
被 験 者 に 呼 吸 気 体 流 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
マ ス ク ３ ０ は 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ と マ ス ク 密 封 材 ４ ０ と を 備 え る 。 マ ス ク 密 封 材 ４ ０ は 、 被
験 者 に 接 触 す る マ ス ク ３ ０ の 当 接 部 と な る た め 、 マ ス ク ３ ０ を 使 用 者 に 装 着 し て 、 呼 吸 気
体 流 を 使 用 者 の 気 道 に 供 給 で き る 。 こ の よ う に 、 マ ス ク 密 封 材 ４ ０ は 、 被 験 者 に 比 較 的 緊
密 な 密 着 性 を 与 え 、 装 置 か ら の 気 体 漏 洩 量 を 最 小 化 し な け れ ば な ら な い 。 加 圧 気 体 流 が 被
験 者 に 供 給 さ れ る 間 の 長 時 間 、 被 験 者 は ほ ぼ マ ス ク ３ ０ を 着 用 し 続 け る 。 例 え ば 、 睡 眠 時
無 呼 吸 症 に 苦 し む 被 験 者 は 、 ほ ぼ 一 晩 中 マ ス ク を 着 用 し て 、 こ の 症 状 を 治 療 す る た め 周 囲
大 気 圧 よ り 高 い 圧 力 で 呼 吸 気 体 流 が 気 道 に 供 給 さ れ る 。 従 っ て 、 快 適 に 装 着 で き か つ 比 較
的 緊 密 な 密 着 性 を 被 験 者 に 与 え る シ リ コ ー ン 等 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 等 の 軽 量 で 、 可 撓
性 及 び 柔 軟 性 を 備 え る 材 料 で マ ス ク 密 封 材 ４ ０ を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
通 常 、 密 封 材 ４ ０ を 支 持 す る マ ス ク 本 体 ３ ８ は 、 密 封 材 ４ ０ よ り 剛 性 の あ る 硬 質 合 成 樹 脂
又 は 半 硬 質 合 成 樹 脂 等 の 材 料 か ら 形 成 さ れ る 。 ま た 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ は 、 マ ス ク ３ ０ を 被
験 者 に 固 定 す る ヘ ッ ド ギ ア へ の 接 続 部 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
マ ス ク 本 体 ３ ８ 及 び 密 封 材 ４ ０ は 、 図 １ に 示 す 使 用 者 の 鼻 等 の 部 位 を 収 容 す る の に 適 す る
空 洞 部 ４ ２ を 個 々 に 及 び 一 体 に 形 成 す る 。 第 １ の 開 口 部 ４ ４ は 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ の 一 端 に
形 成 さ れ 、 外 周 端 部 ４ ８ を 有 す る 第 ２ の 開 口 部 ４ ６ は 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ の 他 端 に 形 成 さ れ
る 。 第 １ の 開 口 部 ４ ４ は 、 可 撓 性 導 管 ３ ６ の 継 手 と な っ て 、 呼 吸 気 体 流 が 気 体 供 給 源 ３ ２
か ら 空 洞 部 ４ ２ に 供 給 さ れ る 。 マ ス ク 密 封 材 ４ ０ の 第 １ の 端 部 ５ ０ は 、 二 段 射 出 成 形 法 を
使 用 し て 外 周 端 部 ４ ８ で マ ス ク 本 体 ３ ８ に 固 定 さ れ 、 気 密 接 合 部 ５ ２ は 、 マ ス ク 本 体 ３ ８
と マ ス ク 密 封 材 ４ ０ と を 確 実 に 連 結 す る 。 被 験 者 の 鼻 等 の 部 位 を 収 容 す る マ ス ク 密 封 材 ４
０ の 第 ２ の 端 部 ５ ６ に 形 成 さ れ る 開 口 部 ５ ４ は 、 空 洞 部 ４ ２ を 被 験 者 の 気 道 に 連 絡 す る 。
マ ス ク 密 封 材 ４ ０ の 第 ２ の 端 部 ５ ６ は 、 被 験 者 の 顔 面 上 に 配 置 さ れ て 、 マ ス ク と 被 験 者 と
の 間 に 密 封 状 態 を 形 成 し 、 圧 力 支 援 装 置 の 動 作 間 に 、 気 体 漏 洩 量 を 最 小 化 し 又 は 漏 洩 を 防
止 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
射 出 成 形 装 置 ５ ８ の 複 数 の 型 片 を 略 示 す る 図 ３ と 、 射 出 成 形 装 置 の 部 分 断 面 図 を 略 示 す る
図 ４ Ａ － 図 ４ Ｂ と に つ い て 、 マ ス ク ３ ０ を 形 成 す る 二 段 射 出 成 形 法 を 説 明 す る 。 射 出 成 形
装 置 ５ ８ は 、 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と を 備 え 、 矢 印 Ａ に 示 す 方 向 に 型 締 め さ れ
て 、 マ ス ク 成 形 型 を 形 成 す る 。 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と は 、 矢 印 Ｂ に 示 す よ う
に 離 型 可 能 で あ り 、 射 出 成 形 装 置 ５ ８ か ら 成 形 さ れ た マ ス ク を 排 出 し て 、 後 述 の 型 部 分 を
再 整 合 さ せ る 。 第 １ の 型 片 ６ ０ は 、 第 ２ の 型 片 ６ ２ に 形 成 さ れ た 第 ２ の 本 体 型 部 ６ ６ と 密
封 材 型 部 ６ ８ と に 協 同 す る 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ を 備 え 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ と マ ス ク 密 封 材 ４
０ と を 形 成 す る 完 成 型 を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 で は 、 １ 又 は ２ 以 上 の 第 ２ の 本 体 型 部 ６ ６ は 、 第 １ の 型 片 ６ ０
に 設 け ら れ た 複 数 の 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ の 第 １ 組 に 整 合 し て 、 第 ２ の 型 片 ６ ２ の 一 方 側 に
形 成 さ れ 、 第 ２ の 本 体 型 部 ６ ６ と 同 数 の 密 封 材 型 部 ６ ８ は 、 第 １ の 型 片 ６ ０ に 設 け ら れ た
第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ の 他 の 組 に 整 合 し て 、 第 ２ の 型 片 ６ ２ の 他 方 側 に 形 成 さ れ る 。 図 ４ Ａ
に 示 す よ う に 、 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ と 第 ２ の 本 体 型 部 分 ６ ６ と が 協 同 し て 、 マ ス ク 本 体 ３
８ が 形 成 さ れ る 。 同 様 に 、 図 ４ Ｂ に 示 す よ う に 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ と 密 封 材 型 部 ６ ８ と が
協 同 し て 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ に 接 着 さ れ る マ ス ク 密 封 材 ４ ０ を 形 成 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に
、 射 出 成 形 装 置 の 各 部 は 、 例 え ば 矢 印 Ｃ に 示 す よ う に 軸 ７ ０ 上 で 互 い に 対 し て 回 転 可 能 で
あ り 、 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ を ま ず 第 ２ の 本 体 型 部 ６ ６ に 整 合 さ せ 、 そ の 後 、 密 封 材 型 部 ６
８ に 整 合 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
即 ち 、 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ は マ ス ク 本 体 ３ ８ の 露 出 面 又 は 外 面 の 表 面 輪 郭 を 形 成 し 、 第 ２
の 本 体 型 部 ６ ６ は 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ の 内 面 の 表 面 輪 郭 を 形 成 す る 。 第 １ の 本 体 型 部 ６ ０ と
第 ２ の 本 体 型 部 ６ ２ と を 共 に 互 い に 押 圧 し て 型 締 め す る と 、 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ と 第 ２ の
本 体 型 部 ６ ６ と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 ７ ２ に マ ス ク 本 体 ３ ８ を 形 成 す る 完 全 な キ ャ ビ テ ィ
（ 空 洞 ） が 形 成 さ れ る 。 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と の 間 、 即 ち 第 １ の 本 体 型 部 ６
４ と 第 ２ の 本 体 型 部 ６ ６ と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 ７ ２ 内 へ の 溶 融 樹 脂 等 の 材 料 注 入 を 制 御
す る 図 示 し な い 制 御 装 置 が 第 １ の 型 片 ６ ０ 及 び 第 ２ の 型 片 ６ ２ の 一 方 又 は 両 方 に 設 け ら れ
る 。 間 隙 ７ ２ 内 に 供 給 さ れ る 材 料 は 、 硬 質 の 構 造 用 樹 脂 材 料 に 硬 化 し て 、 マ ス ク 本 体 ３ ８
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
マ ス ク 本 体 ３ ８ が 完 全 に 硬 化 す る 前 に 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ を 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ 内 に 残 存 さ
せ て 、 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と を 離 型 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 第 １ の 型
片 ６ ０ に 対 し て 第 ２ の 型 片 ６ ２ を 角 度 １ ８ ０ ° 回 転 さ せ て 、 又 は 第 ２ の 型 片 ６ ２ に 対 し て
第 １ の 型 片 ６ ０ を 角 度 １ ８ ０ ° 回 転 さ せ て 、 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と を 再 び 心
合 わ せ す る こ と に よ り 、 図 ４ Ｂ に 示 す よ う に 、 硬 化 中 の マ ス ク 本 体 を 含 む 第 １ の 本 体 型 部
６ ４ を 第 ２ の 型 片 ６ ２ の 密 封 材 型 部 ６ ８ に 整 合 さ せ て 位 置 決 め す る 。 容 易 に 図 示 し か つ 型
部 の 詳 細 を 明 確 に 視 覚 化 す る た め に 、 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と を 互 い に 離 間 さ
せ て 図 ４ Ｂ を 図 示 す る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 実 際 の 使 用 で は 、 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２
の 型 片 ６ ２ と を 互 い に 押 圧 し て 型 締 め し 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ に 接 着 さ れ る マ ス ク 密 封 材 ４ ０
を 成 形 す る 第 ２ の 型 を 形 成 す る 。 図 ４ Ｂ に 図 示 す る よ う に 、 マ ス ク 密 封 材 ４ ０ の 第 １ の 端
部 ５ ０ は 、 第 ２ の 開 口 部 ４ ６ の 外 周 端 部 ４ ８ に 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
溶 融 樹 脂 の 注 入 後 に 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ の 硬 質 樹 脂 は 直 ち に 冷 却 及 び 硬 化 を 開 始 す る 。 マ ス
ク 本 体 ３ ８ が 硬 化 し か つ 冷 却 し て い る 間 に 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ に 対 す る マ ス ク 密 封 材 ４ ０ の
モ ー ル ド 成 形 を 実 行 し 、 シ リ コ ー ン 等 の マ ス ク 密 封 材 ４ ０ を 形 成 す る 材 料 を マ ス ク 本 体 ３
８ の 未 硬 化 材 料 に 分 子 的 に 接 着 さ せ て 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ と マ ス ク 密 封 材 ４ ０ と の 間 を 接 合
部 ５ ２ で 確 実 か つ 気 密 に 接 合 す る こ と が 好 ま し い 。 従 っ て 、 第 ２ の 本 体 型 部 ６ ６ を 第 １ の
本 体 型 部 ６ ４ か ら 離 型 す る と き 、 新 し く 形 成 さ れ た マ ス ク 本 体 ３ ８ が 自 立 す る 程 度 に 十 分
に 冷 却 し た 直 後 に 、 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と の 離 型 、 回 転 及 び 再 型 締 め が 実 行
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
最 終 的 に 、 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と を 離 型 し て 、 完 成 し た マ ス ク ３ ０ を 射 出 成
形 装 置 か ら 取 り 外 す 。 こ の 方 法 で は 、 射 出 成 形 装 置 の 構 造 に よ り 射 出 成 形 装 置 の 一 方 の 型
片 上 に マ ス ク 本 体 ３ ８ を 形 成 し 、 同 時 に 、 マ ス ク 本 体 ３ ８ に 接 着 さ れ る マ ス ク 密 封 材 ４ ０
を 射 出 成 形 装 置 の 他 方 の 型 片 上 に 形 成 で き れ ば よ い 。 特 に 、 第 １ の 型 片 ６ ０ と 第 ２ の 型 片
６ ２ と を 互 い に 押 圧 し て 型 締 め す る と き 、 第 １ の 本 体 型 部 ６ ４ と 第 ２ の 本 体 型 部 ６ ６ と を
使 用 し て 、 ２ つ の マ ス ク 本 体 ３ ８ を 射 出 成 形 装 置 の 第 １ の 側 で 形 成 し な が ら 、 同 時 に 、 第
１ の 本 体 型 成 形 部 ６ ４ と 密 封 材 型 部 ６ ８ と を 使 用 し て 、 予 め 形 成 さ れ た ２ つ の マ ス ク 本 体
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３ ８ を 射 出 成 形 装 置 の 第 ２ の 側 で マ ス ク 密 封 材 ４ ０ に モ ー ル ド 成 形 で き る 。 第 １ の 型 片 ６
０ と 第 ２ の 型 片 ６ ２ と を そ の 後 離 型 す る と 、 射 出 成 形 装 置 の 第 ２ の 側 に ２ つ の 完 成 し た マ
ス ク を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す マ ス ク 本 体 ３ ８ と マ ス ク 密 封 材 ４ ０ と の 間 の 接 合 部 ５ ２ は 、 図 ４ Ａ 及
び 図 ４ Ｂ に 示 す マ ス ク 本 体 ３ ８ と マ ス ク 密 封 材 ４ ０ と の 間 の 接 合 部 に 比 べ て 僅 か に 異 な る
こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 本 発 明 が マ ス ク 本 体 ３ ８ と マ ス ク 密 封 材 ４ ０ と の 間
の 接 合 部 に 、 多 種 多 様 な 組 合 せ の 接 合 面 構 造 を 付 与 で き る こ と を 企 図 す る も の で あ る 。 例
え ば 、 マ ス ク 本 体 と マ ス ク 密 封 材 と の 各 組 合 せ 端 に 嵌 合 構 造 を 設 け て 、 マ ス ク の ２ 部 品 間
で 接 着 さ れ る 領 域 の 表 面 積 を 増 加 さ せ る こ と に よ り 、 接 合 部 ５ ２ の 密 封 強 度 を 向 上 で き る
。 ま た 、 マ ス ク 本 体 と マ ス ク 密 封 材 と の 両 端 部 を 当 接 さ せ る こ と を 要 し な い が 、 マ ス ク の
２ 部 品 間 に 十 分 な 接 着 強 度 が 得 ら れ る 限 り 、 図 示 の よ う に 、 介 在 部 品 な し に 部 分 的 に 接 合
し 又 は 隣 接 部 品 と 組 み 合 わ せ て 両 端 部 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
マ ス ク ３ ０ は 、 着 用 者 の 鼻 孔 と 口 と の 両 方 に 被 せ て 密 封 す る 全 面 型 面 体 で あ る 。 し か し な
が ら 、 本 発 明 は 、 こ の 射 出 成 形 法 を 使 用 し て 形 成 さ れ る マ ス ク が 、 着 用 者 の 鼻 孔 全 体 だ け
を 密 封 し て 口 を 開 放 す る 鼻 マ ス ク の 大 き さ 及 び 形 状 に 形 成 で き る こ と も 企 図 す る 。 ま た 、
マ ス ク 本 体 、 密 封 材 （ マ ス ク 緩 衝 部 材 と し て も 公 知 ） 又 は そ の 両 方 は 、 図 示 す る も の に 加
え 、 様 々 な 構 造 、 形 態 及 び 大 き さ を 備 え 、 他 の 特 徴 を 含 ん で も よ い 。 前 記 部 品 の 多 種 多 様
の 構 造 、 形 態 及 び 大 き さ に 対 す る 唯 一 の 制 約 は 、 射 出 成 形 装 置 の 物 理 的 限 界 で あ る 。 更 に
、 例 示 的 な 実 施 の 形 態 に は 図 示 し な い が 、 マ ス ク 本 体 及 び ／ 又 は マ ス ク 密 封 材 は 、 ヘ ッ ド
ギ ア 接 続 部 、 圧 力 口 及 び 排 気 口 等 の 追 加 構 造 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
更 に 、 図 １ ～ 図 ４ Ｂ に 示 す 単 一 構 造 体 か ら マ ス ク 本 体 、 マ ス ク 密 封 材 又 は そ の 両 方 を 形 成
す る 必 要 は な い 。 単 一 構 造 体 で は な く 、 例 え ば 、 本 発 明 は 、 図 ５ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 第
１ の 舌 片 ７ ８ （ 別 称 第 １ の 緩 衝 部 材 ） と 第 ２ の 舌 片 ８ ０ （ 別 称 第 ２ の 緩 衝 部 材 ） と の 組 合
せ に よ り 形 成 さ れ る マ ス ク 密 封 材 ７ ６ を 備 え る マ ス ク ７ ４ を 提 供 す る こ と を 企 図 す る 。 本
実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ の 舌 片 ８ ０ を 機 械 的 に マ ス ク 本 体 ８ ２ に 接 合 し て 、 第 １ の 舌 片 ７ ８
付 近 上 に 重 ね る と 、 第 ２ の 舌 片 ８ ０ は 、 マ ス ク 密 封 材 ７ ６ の 被 験 者 と の 当 接 部 と し て 機 能
す る 。 少 な く と も 第 ２ の 舌 片 ８ ０ の 外 周 端 部 ８ １ を 比 較 的 可 撓 性 の あ る 柔 軟 な 材 料 に よ り
形 成 し て 、 被 験 者 の 顔 面 に 良 好 な 密 着 性 を 与 え る と 共 に 、 被 験 者 に 接 触 す る 快 適 な 当 接 面
を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ６ に 単 品 で 示 す 第 １ の 舌 片 ７ ８ は 、 第 ２ の 舌 片 ８ ０ よ り 剛 性 が 高 い た め 、 比 較 的 可 撓 性
の あ る 第 ２ の 舌 片 ８ ０ 単 独 に 比 べ て 、 第 １ の 舌 片 ７ ８ は 、 マ ス ク 密 封 材 ７ ６ に 対 す る よ り
強 固 な 支 持 構 造 体 と な る 。 被 験 者 に 対 し て マ ス ク を よ り 緊 密 に 装 着 す る た め 、 こ れ は 特 に
重 要 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 舌 片 ７ ８ は 、 二 段 射 出 成 形 法 を 使 用 し て マ ス ク 本
体 ８ ２ に モ ー ル ド 成 形 さ れ る マ ス ク 密 封 材 ７ ６ の 一 部 で あ る 。 詳 細 に 後 述 す る よ う に 、 第
２ の 舌 片 ８ ０ を マ ス ク に 永 久 的 に 取 り 付 け ず に 、 機 械 的 に マ ス ク に 固 定 す る こ と が 好 ま し
い 。 第 １ の 舌 片 ７ ８ と 第 ２ の 舌 片 ８ ０ と を 同 一 の 材 料 又 は 異 な る 材 料 か ら 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 マ ス ク ７ ４ の 周 囲 に 沿 っ て フ ラ ン ジ ８ ８ を 形 成 し て 、 第 １ の 舌 片 ７ ８
の 端 部 ８ ４ と マ ス ク 本 体 ８ ２ の 端 部 ８ ６ と を 接 合 す る 。 マ ス ク 本 体 ８ ２ の 材 料 が 未 硬 化 の
間 に 、 各 端 部 ８ ４ 及 び ８ ６ を 互 い に 接 着 す る た め 、 端 部 ８ ４ と 端 部 ８ ６ と は 、 接 合 部 ９ ０
で 有 効 に 融 合 し 合 い 、 こ れ に よ り 、 マ ス ク 本 体 ８ ２ と 第 １ の 舌 片 ７ ８ と の 間 に 気 密 か つ 強
固 な 相 互 接 着 構 造 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
フ ラ ン ジ ８ ８ は 、 マ ス ク ７ ４ に 対 し て 第 ２ の 舌 片 ８ ０ を 着 脱 自 在 に 固 定 す る 接 続 構 造 体 と
な る 。 特 に 、 第 ２ の 舌 片 ８ ０ は 、 フ ラ ン ジ ８ ８ を 収 容 す る 溝 ９ ２ を 備 え 、 マ ス ク ７ ４ を 完
全 に 組 立 る と 、 第 １ の 舌 片 ７ ８ 付 近 上 に 第 ２ の 舌 片 ８ ０ を 重 ね て 配 置 で き る 。 第 ２ の 舌 片
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８ ０ は 、 交 換 又 は 手 入 れ が 容 易 な 構 造 を 備 え 、 異 な る 大 き さ 及 び 形 状 を 有 す る 第 ２ の 舌 片
８ ０ を 共 通 の マ ス ク 本 体 ／ 第 １ の 舌 片 の 組 立 体 と 共 に 使 用 す る こ と に よ り 、 幅 広 い 範 囲 で
被 験 者 に 有 効 に 適 合 す る マ ス ク 形 成 を 単 純 化 す る と 共 に 、 必 要 な 部 品 数 を 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 マ ス ク の 実 施 の 形 態 で は 、 二 段 射 出 成 形 法 に よ り マ ス ク 本 体 ８ ２ と マ ス ク 密 封 材 ７ ６
と を 形 成 し 接 着 す る こ と に よ り 、 マ ス ク の ２ 部 品 を 機 械 的 に 接 合 す る 別 個 の 接 着 剤 の 必 要
性 を 回 避 す る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 前 記 二 段 射 出 成 形 法 を 使 用 し て 、 マ ス ク の 他 の
追 加 部 品 の 形 成 も 企 図 す る と 理 解 す べ き で あ る 。 例 え ば 図 ８ は 、 マ ス ク ９ ４ の 断 面 図 を 示
し 、 マ ス ク 本 体 ８ ２ に 対 し て 第 １ の 開 口 部 ９ ８ 付 近 に モ ー ル ド 成 形 さ れ る 連 結 部 材 ９ ６ を
マ ス ク ９ ４ が 含 む 以 外 、 多 く の 点 で マ ス ク ７ ４ に 類 似 す る 。 第 １ の 舌 片 ７ ８ と 同 様 に 、 マ
ス ク 本 体 ８ ２ を 冷 却 す る 未 硬 化 間 に 、 二 段 射 出 成 型 法 に よ り 連 結 部 材 ９ ６ を マ ス ク 本 体 ８
２ に 接 合 さ せ る た め 、 連 結 部 材 ９ ６ の 一 部 が マ ス ク 本 体 ８ ２ に 分 子 的 に 接 着 さ れ る 。 マ ス
ク 本 体 ８ ２ の 材 料 と 比 較 し て よ り 変 形 可 能 な 材 料 に よ り 連 結 部 材 ９ ６ を 形 成 し て 、 容 易 か
つ 緊 密 に 被 験 者 循 環 路 の 端 部 に マ ス ク を 密 着 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
好 適 な 実 施 の 形 態 で は 、 被 験 者 に マ ス ク ９ ４ を 固 定 す る ヘ ッ ド ギ ア 接 続 部 を 含 む 環 部 （ 図
示 せ ず ） に 連 結 部 材 ９ ６ を 装 着 す る 。 ま た 、 連 結 部 材 ９ ６ は 、 そ の 内 側 に 溝 部 １ ０ ０ を 形
成 し て 、 被 験 者 循 環 路 の 端 部 に マ ス ク ９ ４ を 正 確 に 整 合 し て 接 続 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 は 、 第 １ の 舌 片 ７ ８ の 形 成 と 同 時 に 連 結 部 材 ９ ６ を 形 成 す る こ と を 企 図 す る 。 こ れ
は 、 例 え ば 射 出 成 形 装 置 の 密 封 材 型 部 ６ ８ を 配 置 し 、 マ ス ク 空 洞 部 １ ０ ２ を 通 じ て 、 マ ス
ク 本 体 ８ ２ の 第 １ の 開 口 部 ９ ８ 付 近 領 域 に 連 結 部 材 ９ ６ を 形 成 す る 材 料 を 供 給 す る こ と に
よ り 実 行 さ れ る 。 別 法 と し て 又 は こ れ に 加 え て 、 マ ス ク 本 体 部 材 ８ ２ の 内 面 及 び ／ 若 し く
は 外 面 又 は 内 面 及 び 外 面 の 何 れ か を 形 成 す る 成 形 型 の 表 面 に 形 成 し た 溝 を 通 じ て 、 マ ス ク
本 体 ８ ２ の 第 １ の 開 口 部 ９ ８ の 付 近 の 領 域 に 密 封 材 を 形 成 す る 材 料 を 流 動 さ せ て 、 連 結 部
材 ９ ６ を 形 成 で き る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 連 結 部 材 を 形 成 す る 第 ３ の 射 出 成 形 工 程 を 企 図 す
る 。 マ ス ク 密 封 材 を 形 成 す る 前 後 何 れ か に 、 第 ３ の 射 出 成 形 工 程 を 実 行 す る こ と が 好 ま し
く 、 マ ス ク 本 体 ８ ２ を 冷 却 す る 未 硬 化 間 に 、 連 結 部 材 ９ ６ の 一 部 を マ ス ク 本 体 ８ ２ に 分 子
的 に 接 着 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
現 在 最 も 実 用 的 で 好 適 と 思 わ れ る 実 施 の 形 態 を 図 示 し 詳 述 し た が 、 前 記 記 載 は 単 に 説 明 の
便 宜 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 は 、 本 発 明 を 開 示 す る 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 及
び そ の 趣 旨 に 該 当 す る 変 更 及 び 均 等 の 装 置 を 包 含 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 二 段 射 出 成 形 法 に よ り 製 造 さ れ る マ ス ク の 側 面 図
【 図 ２ 】 代 表 的 な 圧 力 支 援 装 置 に 設 け ら れ た 図 １ の マ ス ク の 略 示 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 原 理 に よ り 二 段 射 出 成 形 さ れ る マ ス ク を 形 成 す る 成 形 装 置 の 斜 視 図
【 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ 】 二 段 射 出 成 形 法 を 使 用 し て マ ス ク を 成 形 す る 工 程 に 含 ま れ る ２ つ の
工 程 を 略 示 す る 図 ３ の 成 形 装 置 の 部 分 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 二 段 射 出 成 形 法 に よ り 製 造 さ れ る マ ス ク の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 部 分
断 面 斜 視 図
【 図 ６ 】 外 部 舌 片 密 封 材 、 即 ち 第 ２ の 舌 片 密 封 材 を 除 去 し た 図 ５ の マ ス ク を 示 す 斜 視 図
【 図 ７ 】 図 ５ に 示 す マ ス ク の マ ス ク 本 体 と 第 ２ の 舌 片 密 封 材 の 接 合 面 を 示 す 部 分 断 面 斜 視
図
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 二 段 射 出 成 形 法 に よ る マ ス ク 本 体 に モ ー ル ド 成 形 さ れ た 連 結 部 材 を
備 え る 図 ５ の マ ス ク の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
（ ３ ０ ， ７ ４ ） ・ ・ マ ス ク 、 　 （ ３ ２ ） ・ ・ 圧 力 発 生 装 置 （ 気 体 供 給 源 ） 、 　 （ ３ ６ ） ・
・ 導 管 、 　 （ ３ ８ ， ８ ２ ） ・ ・ マ ス ク 本 体 、 　 （ ４ ０ ， ７ ６ ） ・ ・ マ ス ク 密 封 材 、 　 （ ４
４ ） ・ ・ 第 １ の 開 口 部 、 　 （ ４ ６ ） ・ ・ 第 ２ の 開 口 部 、 　 （ ６ ０ ， ６ ２ ） ・ ・ マ ス ク 成 形
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型 、 　 （ ７ ８ ） ・ ・ 第 １ の 舌 片 、 　 （ ８ ０ ） ・ ・ 第 ２ の 舌 片 、 　 （ ９ ６ ） ・ ・ 連 結 部 材 、

【 図 ２ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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